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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年９月期第２四半期の連結業績（平成29年10月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年９月期第２四半期 2,195 4.0 237 24.9 240 11.5 156 12.8 

29年９月期第２四半期 2,111 － 190 － 215 － 139 － 
 
（注）包括利益 30年９月期第２四半期 139 百万円 （3.5％）   29年９月期第２四半期 134 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年９月期第２四半期 108.05 － 

29年９月期第２四半期 101.19 － 

（注）当社は、平成28年９月期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、平成29年９月期第２四半期連結

累計期間の対前年同四半期増減率を記載しておりません。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年９月期第２四半期 3,822 2,412 63.1 1,661.97 

29年９月期 3,397 2,324 68.4 1,601.08 
 
（参考）自己資本 30年９月期第２四半期 2,412 百万円   29年９月期 2,324 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年９月期 － 0.00 － 35.00 35.00 

30年９月期 － 15.00       

30年９月期（予想）     － 20.00 35.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年９月期の連結業績予想（平成29年10月１日～平成30年９月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 3,421 △10.2 237 8.0 250 0.1 167 △4.6 115.19 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年９月期２Ｑ 1,451,800 株 29年９月期 1,451,800 株 

②  期末自己株式数 30年９月期２Ｑ 10 株 29年９月期 10 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年９月期２Ｑ 1,451,790 株 29年９月期２Ｑ 1,373,730 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の政策運営の動向や地政学的リスク等、海外情勢の影

響による先行き不透明感は依然として残るものの、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費に持ち直しの動きが

見られるなど、緩やかな回復基調が継続しました。 

 建設業界においては、民間設備投資が良好な企業収益を背景に漸増傾向にあり、公共投資についても安定的に

推移しております。また、東京五輪の開催に向けた動きが本格化するなど、地合いは引き続き良好であります。

一方で、建設業就業者数の減少及び高齢化は年々進行しており、労働力の確保が課題化しております。 

 このような状況の下で、当社グループは、継続的な収益が見込める案件を受注するとともに、営業エリアの拡

大を進め、より多くの人々に癒やしとうるおいを提供すべく、大型の緑化案件の受注に注力しました。また、ス

テークホルダーへの更なる利益還元のため、労働環境を改善し、業務をより効率化することで、事業の収益性の

向上に努めてまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,195,414千円（前年同四半期比4.0％増）、営業利益は

237,398千円（前年同四半期比24.9％増）、経常利益は240,398千円（前年同四半期比11.5％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は156,872千円（前年同四半期比12.8％増）となりました。 

 なお、当社グループは造園緑化事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて424,685千円増加し、3,822,383千円

となりました。これは主に販売用不動産が44,503千円、投資有価証券が23,691千円減少したものの、現金及び預金

が173,653千円、受取手形・完成工事未収入金が307,702千円増加したことによるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて336,290千円増加し、1,409,554千円と

なりました。これは主に未成工事受入金が21,721千円、長期借入金が20,040千円減少したものの、支払手形・工事

未払金が128,127千円、短期借入金が200,000千円、未払法人税等が46,097千円増加したことによるものでありま

す。 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて88,394千円増加し、2,412,828千円

となりました。これは主にその他有価証券評価差額金が17,665千円減少したものの、利益剰余金が106,060千円増

加したことによるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」といいます。）の残高は、前連結会

計年度末に比べ272,753千円増加し、1,864,155千円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果獲得した資金は48,133千円となりました。これは主に、売上債権の増加額307,702千円等の資金

の減少に対して、税金等調整前四半期純利益240,398千円、仕入債務の増加額128,127千円等の資金の増加によるも

のであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果獲得した資金は96,063千円となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入100,000千円

等の資金の増加によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果獲得した資金は128,556千円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出20,040千

円、配当金の支払額50,812千円等の資金の減少に対して、短期借入金の純増減額200,000千円の資金の増加による

ものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績は今後の事業環境、経済状況の変化等様々な要因により予想と大き

く異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（平成30年３月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,702,359 1,876,013 

受取手形・完成工事未収入金 564,940 872,642 

未成工事支出金 70,030 64,968 

販売用不動産 44,503 － 

繰延税金資産 20,249 16,315 

未収還付法人税等 13,461 － 

その他 26,305 58,785 

貸倒引当金 △2,939 △3,640 

流動資産合計 2,438,910 2,885,084 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 126,834 123,382 

土地 480,954 480,954 

その他（純額） 16,001 13,930 

有形固定資産合計 623,790 618,268 

無形固定資産 7,624 7,734 

投資その他の資産    

投資有価証券 152,354 128,663 

繰延税金資産 9,746 17,577 

保険積立金 37,437 38,289 

その他 138,672 137,603 

貸倒引当金 △10,839 △10,839 

投資その他の資産合計 327,372 311,295 

固定資産合計 958,787 937,298 

資産合計 3,397,697 3,822,383 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 300,678 428,806 

短期借入金 200,000 400,000 

1年内返済予定の長期借入金 40,080 40,080 

未払法人税等 39,170 85,267 

未成工事受入金 71,551 49,829 

賞与引当金 25,559 18,932 

完成工事補償引当金 11,015 11,430 

その他 123,981 126,646 

流動負債合計 812,035 1,160,993 

固定負債    

長期借入金 94,720 74,680 

繰延税金負債 3,551 3,847 

役員退職慰労引当金 131,068 137,263 

退職給付に係る負債 27,546 29,047 

その他 4,341 3,723 

固定負債合計 261,227 248,561 

負債合計 1,073,263 1,409,554 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（平成30年３月31日） 

純資産の部    

株主資本    

資本金 292,167 292,167 

資本剰余金 233,465 233,465 

利益剰余金 1,785,761 1,891,821 

自己株式 △10 △10 

株主資本合計 2,311,383 2,417,444 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 13,050 △4,615 

その他の包括利益累計額合計 13,050 △4,615 

純資産合計 2,324,433 2,412,828 

負債純資産合計 3,397,697 3,822,383 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 

 至 平成29年３月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年10月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 2,111,151 2,195,414 

売上原価 1,557,019 1,603,839 

売上総利益 554,131 591,574 

販売費及び一般管理費 364,005 354,176 

営業利益 190,126 237,398 

営業外収益    

受取配当金 796 1,771 

受取地代家賃 2,442 3,815 

保険返戻金 33,562 － 

その他 3,058 1,494 

営業外収益合計 39,858 7,080 

営業外費用    

支払利息 1,155 1,279 

株式交付費 2,098 － 

株式公開費用 9,119 － 

不動産賃貸費用 1,927 2,623 

その他 129 177 

営業外費用合計 14,428 4,080 

経常利益 215,556 240,398 

税金等調整前四半期純利益 215,556 240,398 

法人税、住民税及び事業税 88,046 79,629 

法人税等調整額 △11,501 3,895 

法人税等合計 76,544 83,525 

四半期純利益 139,011 156,872 

親会社株主に帰属する四半期純利益 139,011 156,872 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 

 至 平成29年３月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年10月１日 
 至 平成30年３月31日) 

四半期純利益 139,011 156,872 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,520 △17,665 

その他の包括利益合計 △4,520 △17,665 

四半期包括利益 134,490 139,207 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 134,490 139,207 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 

 至 平成29年３月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年10月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 215,556 240,398 

減価償却費 8,121 8,095 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,539 700 

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,009 △6,626 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2,513 414 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,645 6,194 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 338 1,500 

受取利息及び受取配当金 △948 △1,803 

保険返戻金 △33,562 － 

支払利息 1,155 1,279 

株式交付費 2,098 － 

株式公開費用 9,119 － 

有形固定資産売却損益（△は益） △2,455 － 

売上債権の増減額（△は増加） △359,061 △307,702 

販売用不動産の増減額（△は増加） 70,655 44,503 

未成工事支出金の増減額（△は増加） 8,152 5,061 

仕入債務の増減額（△は減少） 200,256 128,127 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △49,664 △21,721 

その他 1,041 △34,291 

小計 71,490 64,130 

利息及び配当金の受取額 948 1,803 

利息の支払額 △1,155 △1,279 

保険金の受取額 100,889 － 

法人税等の支払額 △72,873 △16,520 

営業活動によるキャッシュ・フロー 99,301 48,133 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,200 △900 

定期預金の払戻による収入 300 100,000 

有形固定資産の取得による支出 △14,064 △1,279 

有形固定資産の売却による収入 3,590 － 

無形固定資産の取得による支出 △523 △625 

投資有価証券の取得による支出 △79,644 △1,479 

保険積立金の積立による支出 △852 △852 

保険積立金の解約による収入 75,323 － 

その他 △50,810 1,200 

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,881 96,063 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200,000 

長期借入金の返済による支出 △20,040 △20,040 

株式の発行による収入 460,036 － 

株式公開費用の支出 △9,119 － 

自己株式の取得による支出 △10 － 

配当金の支払額 △30,450 △50,812 

その他 △304 △591 

財務活動によるキャッシュ・フロー 400,111 128,556 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 431,530 272,753 

現金及び現金同等物の期首残高 1,144,152 1,591,401 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,575,683 1,864,155 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

 当社グループは、造園緑化事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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